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置（LRAD : Long Range Acoustic Device）








ーンバースト〔MTNB : Multi ToNe Burst〕
波）を用いた場合に従来用いてきた信号波形
である（シングルトーンバースト〔STNB : 















た も の（Continuous-type） に 加 え、STNB
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Harmonic-type は、 第 1 波 群 1000、2000、
3000Hz、第 2 波群 1200、2400、4800Hz、第





は、第 1 波群 1000、1600、2200Hz、第 2 波
群 1200、1800、2400Hz、 第 3 波 群 1400、
2000、2600Hz のように一定の周波数間隔で
加振信号を配置したものである。Continu-
ous-type は、第 1 波群 1000、1200、1400Hz、
第 2 波 群 1600、1800、2000Hz、 第 3 波 群
2200、2400、2600Hz のように配置したもの
である。信号波形の条件としては、MTNB

























めには MTNB 波の 1 つの波群の持続時間は
(t1+t2)/2 [s] までとなり、休止時間を (t1+t2)/2 
[s] 以上にする必要がある。このことから

















には、変調周波数は 100Hz, パルス幅 10ms

























周波数配置を Table.2.1.1 〜 3 に示す。
3．実験セットアップ
測定ターゲットとして直径 300mm と直径





LDV としては PSV-500 Xtra（Polytec Corp.、
半導体レーザ、赤外光 10mW）を用い、振
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振動の共振周波数を探った。この結果からφ
300–60 の 共 振 周 波 数 2800Hz で あ り、 φ










200–60 が約 4200Hz、φ 300–60 が約 2800Hz
である）。
比較実験結果を Fig.2.8 に示す。青がφ
200–60, 赤 が φ 300–60 を 表 し て い る。 φ
200–60 では S/N 比の差がなく、φ 300–60
では H-type が D、C-type と比べ S/N 比が














(a) φ 300–60 (b) φ 200–60
Fig.2.5　φ 300–60 の振動速度スペクトル
(a) 欠陥部 (b) 健全部
Fig.2.6　φ 200–60 の振動速度スペクトル
(a) 欠陥部 (b) 健全部
Fig.2.7　振動速度画像
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